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印刷に関する用語、こぼれ話 

業界のトレンドなどの情報を 

毎号ご紹介していきます。 
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〒146-0091 大田区鵜の木2-9-7  
 
〒150-0002 渋谷区渋谷3-19-1 渋谷オミビル 
〒104-0032 中央区八丁堀2-19-8 八丁堀ビル6F 
〒146-0092 大田区下丸子3-8-6 ブルーハイツ 
〒146-0092 大田区下丸子2-20-4 
 
 
〒150-0002 渋谷区渋谷3-19-1 渋谷オミビル2F 
  
〒150-0002 渋谷区渋谷3-19-1 渋谷オミビル2F 

303(3758)2511（代） 
 
303(3400)9211（代） 
303(5566)1061（代） 
303(5482)2751（代） 
303(3758)2516（代） 
 

303(3409)4970（代） 
 
303(3409)0527（代） 
 

503(3758)2754 
 
503(3409)7315 
503(5540)8304 
503(5482)2777 
503(3758)8850 
 

503(3409)2732 
 
503(3409)6610 
 
 
 
 
 
 

営業専用　503(3758)2544
□本社・工場 
 
□渋谷コア 
□八丁堀コア 
□マニュアル企画部 
□下丸子工場 
 
株式会社セザックスクリエイティヴ 
 
株式会社セザックスインターナショナル 
 

この小冊子は再生紙を使用しています。 

この小冊子には環境にやさしい大豆インキを使用しています。 
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次号では、 
特色についてを 
予定しています。 



実りの秋。とりわけ鮮やかに色づいたリンゴは、私たちに

秋の豊かさを印象づけます。しかし、あの赤色がリンゴ

そのものの色ではないとしたら―。皆さんは驚くでしょ

うか。 

リンゴといえば、その実が落ちるのをヒントに万有引力

を発見したアイザック・ニュートンのことを思い出します

が、彼の偉大な発見はそれだけではありませんでした。

ニュートンは、色彩の理論の発見者でもあったのです。 

その理論とは、色は物体そのものについているのでは

なく、物体を照らす光のなかに含まれているというもの。

彼はプリズムという三角形のガラスに太陽光を当てる実

験で、光のなかに含まれている色を取り出してみせ、そ

れをレッド、オレンジ、イエロー、グリーン、ブルー、インディ

ゴ、バイオレットの7色に分類しました。さらに、彼はその

7色をひとつずつ同一の物質に照射し、色の変化を観察

することで、物体の色は照明光の色によって変わって見

えることも発見しました。つまり、リンゴが赤く見えるのは、

光に含まれている7色のうちレッド以外の色を吸収し、赤

色だけを反射しているからというわけです。また、このリ

ンゴをグリーンの光で照らしてみると、反射すべきレッド

を含んでいない光に照らされたリンゴは、みずみずしい

赤い果実ではなく、ただの黒い塊となってしまいます。

言いかえると、絵の具を塗るということは、色をつけて

いるのではなく、色を吸収するための物質を塗り付け

ていることになるわけです。 

太陽光や電灯の光のなかには色が含まれており、この

光が物質に当たると、その物質の表面で光の吸収と反

射が起こる。吸収されなかった光が、私たちの目に飛び

込み、それを私たちは物体本来の色のように感じている。

このニュートンの発見が、現在の色彩理論の原点になり

ました。 

それにしても、色が物体そのものの色ではなかったと

いう事実も驚きですが、これを1666年に若干23歳に

して発見したニュートンはまさに天才というほかありま

せん。 

色の根源について。それは、印刷という形で色を追求す

る私たちセザックスにとっても、非常に興味深い話です。 

なぜリンゴは赤いのか。なぜ草はグリーンなのか。なぜ

雲は純白なのか。その理由を考えたことがありますか？

今回のテーマは色のメカニズム。色の理論を意外な発

見者とともに紹介しましょう。 

赤いリンゴは、赤くない!? 知られざる色のメカニズム。 

プリズムによる光の分解 


